
参考２

２．再審査等請求ファイル受付

※２　「エラーメッセージ」欄は、「再審査等請求　受付処理結果リスト」に出力されるエラーメッセージを表します。

項番
エラー
コード

医科 DPC 歯科 調剤 レコード 項目 エラーメッセージ（※２） エラー原因 変更暦年月 備　考

1 Ｌ１１０１ ● ● ● ● ＨＴ
継承前保
険者番号
等１

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等１が８桁の英数モードではありません。
　　継承前保険者番号等１［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等１に８桁
以外が記録されている。
２．再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等１に英数
モード以外が記録されている。

文字は０から９の数字とスペース
のみ有効となる。

2 Ｌ１１０２ ● ● ● ● ＨＴ
継承前保
険者番号
等１

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等１が保険者マスタに存在していません。
　　継承前保険者番号等１［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等１が保険者マ
スタに存在していない。

3 Ｌ１１０３ ● ● ● ● ＨＴ

継承前保
険者番号
等１、保
険者番号

等

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等１が保険者番号等の継承前保険者ではありませ
ん。
　　継承前保険者番号等１［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　保険者番号等［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等１が保険者番
号等の継承前保険者として保険者マスタに存在していない。

4 Ｌ１１０４ ● ● ● ● ＨＴ
継承前保
険者番号
等２

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等２が８桁の英数モードではありません。
　　継承前保険者番号等２［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等２に８桁
以外が記録されている。
２．再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等２に英数
モード以外が記録されている。

文字は０から９の数字とスペース
のみ有効となる。

5 Ｌ１１０５ ● ● ● ● ＨＴ
継承前保
険者番号
等２

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等２が保険者マスタに存在していません。
　　継承前保険者番号等２［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等２が保険者マ
スタに存在していない。

6 Ｌ１１０６ ● ● ● ● ＨＴ

継承前保
険者番号
等２、保
険者番号

等

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等２が保険者番号等の継承前保険者ではありませ
ん。
　　継承前保険者番号等２［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　保険者番号等［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等２が保険者番
号等の継承前保険者として保険者マスタに存在していない。

7 Ｌ１１０７ ● ● ● ● ＨＴ
継承前保
険者番号
等３

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等３が８桁の英数モードではありません。
　　継承前保険者番号等３［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等３に８桁
以外が記録されている。
２．再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等３に英数
モード以外が記録されている。

文字は０から９の数字とスペース
のみ有効となる。

8 Ｌ１１０８ ● ● ● ● ＨＴ
継承前保
険者番号
等３

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等３が保険者マスタに存在していません。
　　継承前保険者番号等３［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等３が保険者マ
スタに存在していない。

9 Ｌ１１０９ ● ● ● ● ＨＴ

継承前保
険者番号
等３、保
険者番号

等

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等３が保険者番号等の継承前保険者ではありませ
ん。
　　継承前保険者番号等３［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　保険者番号等［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等３が保険者番
号等の継承前保険者として保険者マスタに存在していない。

10 Ｌ１１１０ ● ● ● ● ＨＴ
継承前保
険者番号
等４

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等４が８桁の英数モードではありません。
　　継承前保険者番号等４［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等４に８桁
以外が記録されている。
２．再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等４に英数
モード以外が記録されている。

文字は０から９の数字とスペース
のみ有効となる。
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項番
エラー
コード

医科 DPC 歯科 調剤 レコード 項目 エラーメッセージ（※２） エラー原因 変更暦年月 備　考

11 Ｌ１１１１ ● ● ● ● ＨＴ
継承前保
険者番号
等４

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等４が保険者マスタに存在していません。
　　継承前保険者番号等４［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等４が保険者マ
スタに存在していない。

12 Ｌ１１１２ ● ● ● ● ＨＴ

継承前保
険者番号
等４、保
険者番号

等

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等４が保険者番号等の継承前保険者ではありませ
ん。
　　継承前保険者番号等４［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　保険者番号等［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等４が保険者番
号等の継承前保険者として保険者マスタに存在していない。

13 Ｌ１１１３ ● ● ● ● ＨＴ
継承前保
険者番号
等５

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等５が８桁の英数モードではありません。
　　継承前保険者番号等５［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等５に８桁
以外が記録されている。
２．再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等５に英数
モード以外が記録されている。

文字は０から９の数字とスペース
のみ有効となる。

14 Ｌ１１１４ ● ● ● ● ＨＴ
継承前保
険者番号
等５

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等５が保険者マスタに存在していません。
　　継承前保険者番号等５［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等５が保険者マ
スタに存在していない。

15 Ｌ１１１５ ● ● ● ● ＨＴ

継承前保
険者番号
等５、保
険者番号

等

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等５が保険者番号等の継承前保険者ではありませ
ん。
　　継承前保険者番号等５［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　保険者番号等［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の継承前保険者番号等５が保険者番
号等の継承前保険者として保険者マスタに存在していない。

16 Ｌ２２０１ ● ● ● ● ＲＣ －
履歴管理ブロックの最下部に記録されたレコード管理情報レコード（ＲＣ）の項目数が「５」ではありませ
ん。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

履歴管理ブロックの最下部に記録されたレコード管理情報レコード（ＲＣ）
の項目数が「５」以外となっている。

17 Ｌ２２０２ ● ● ● ● ＲＣ 行番号

履歴管理ブロックの最下部に記録されたレコード管理情報レコード（ＲＣ）の行番号が５桁以内の数字モード
ではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　行番号［ＸＸＸＸＸＸ］

１．レコード管理情報レコード（ＲＣ）の行番号に６桁以上が記録されてい
る。
２．レコード管理情報レコード（ＲＣ）の行番号に数字モード以外が記録さ
れている。
３．レコード管理情報レコード（ＲＣ）の行番号が省略されている。

18 Ｌ２２０３ ● ● ● ● ＲＣ 枝番号

履歴管理ブロックの最下部に記録されたレコード管理情報レコード（ＲＣ）の枝番号が３桁以内の数字モード
ではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　枝番号［ＸＸＸＸＸＸ］

１．レコード管理情報レコード（ＲＣ）の枝番号に４桁以上が記録されてい
る。
２．レコード管理情報レコード（ＲＣ）の枝番号に数字モード以外が記録さ
れている。
３．レコード管理情報レコード（ＲＣ）の枝番号が省略されている。

19 Ｌ２２０４ ● ● ● ● ＲＣ 管理情報
履歴管理ブロックの最下部に記録されたレコード管理情報レコード（ＲＣ）の管理情報が１００桁以内の英数
モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

１．レコード管理情報レコード（ＲＣ）の管理情報に１０１桁以上が記録さ
れている。
２．レコード管理情報レコード（ＲＣ）の管理情報に英数モード以外が記録
されている。
３．レコード管理情報レコード（ＲＣ）の管理情報が省略されている。

20 Ｌ２２０５ ● ● ● ● ＲＥ 診療年月
当該レセプトについては、診療年月が平成２２年３月以前または１２１ヶ月を経過しております。
オンライン請求システムから受付できませんので、紙による再審査等請求を行ってください。

１．医科レセプト、DPCレセプト及び歯科レセプトのレセプト共通レコード
（RE）の診療年月に、平成２２年３月以前の診療年月が記録されている。
２．医科レセプト、DPCレセプト及び歯科レセプトのレセプト共通レコード
（RE)の診療年月に、再審査等請求年月から１２１ヶ月前の診療年月が記録
されている。
３．調剤レセプトのレセプト共通レコード（RE)の調剤年月に、平成２２年
３月以前の調剤年月が記録されている。
４．調剤レセプトのレセプト共通レコード（RE)の調剤年月に、再審査等請
求年月から１２１ヶ月前の調剤年月が記録されている。

オンライン再審査等請求が可能な
レセプトの診療年月は平成２２年
４月以降かつ再審査等請求年月か
ら１２０ヶ月前の診療年月までと
なる。
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項番
エラー
コード

医科 DPC 歯科 調剤 レコード 項目 エラーメッセージ（※２） エラー原因 変更暦年月 備　考

21 Ｌ２２０６ ● ● ● ● ＲＣ 管理情報
履歴管理ブロックの内容と履歴管理ブロックの最下部に記録されているレコード管理情報レコード（ＲＣ）の
管理情報が異なっています。履歴管理ブロック内に変更された箇所がないかご確認ください。

１．履歴管理ブロックの最下部に記録されているレコード管理情報レコード
（ＲＣ）の管理情報（審査支払機関が当該レセプトを識別する情報）が、履
歴管理ブロックの内容から管理情報を算出した結果と異なっている。
２．履歴管理ブロックの最下部に記録されているレコード管理情報レコード
（ＲＣ）の管理情報の先頭にバージョン情報（’Ver00001’等）が記録され
ていない。

確認試験では実施しない。

改ざん検知チェックとなる。

22 Ｌ２２０７ ● ● ● ● ＲＣ 管理情報
ファイル内に当該レセプトと同一のレセプトが記録されております。
　　相手レセプト整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

履歴管理ブロック内のレセプト管理レコード（ＭＮ）の予備項目内の「検索
番号」と同じレセプトがファイル内に記録されている。

同一ファイル内の重複チェックと
なる。

23 Ｌ２２０８ ● ● ● ● ＲＣ 管理情報
当該レセプトについては、過去に同一の履歴管理ブロックで再審査等請求されております。
　　整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

履歴管理ブロック内のレセプト管理レコード（ＭＮ）の予備項目内の「検索
番号」と、最下部に記録されたレコード管理情報レコード（ＲＣ）の「管理
情報」との組合せ情報のレセプトが、過去に再審査等請求されている。（再
審査請求の受付時に電話等により削除依頼され、削除されたレセプトについ
ては除く。）

確認試験では実施しない。

過去分を含めた重複チェックとな
る。

24 Ｌ２２０９ ● ● ● ●
ＨＯ
ＨＴ

－

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の保険者番号等、継承前保険者番号等１、継承前保険者番号等２、継
承前保険者番号等３、継承前保険者番号等４及び継承前保険者番号等５に記録していない保険者番号等の再審
査等請求レセプトが記録されています。
　　保険者番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

医療保険からの再審査等請求の場合、履歴管理ブロックの保険者レコード
（ＨＯ）の保険者番号が、再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の「保険
者番号等」、「継承前保険者番号等１」、「継承前保険者番号等２」、「継
承前保険者番号等３」、「継承前保険者番号等４」及び「継承前保険者番号
等５」の何れの項目にも記録されていない。

補正データがある場合は補正デー
タ内の保険者レコード（ＨＯ）が
チェックの対象となる。

25 Ｌ２２１０ ● ● ● ●
ＫＯ
ＨＴ

－

再審査等請求保険者等レコード（ＨＴ）の保険者番号等、継承前保険者番号等１、継承前保険者番号等２、継
承前保険者番号等３、継承前保険者番号等４及び継承前保険者番号等５に記録していない保険者番号等の再審
査等請求レセプトが記録されています。
　　第１公費負担者番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

公費負担医療からの再審査等請求の場合、履歴管理ブロックの公費レコード
（ＫＯ）の公費負担医療負担者番号（第１公費負担者番号）が、再審査等請
求保険者等レコード（ＨＴ）の「保険者番号等」、「継承前保険者番号等
１」、「継承前保険者番号等２」、「継承前保険者番号等３」、「継承前保
険者番号等４」及び「継承前保険者番号等５」の何れの項目にも記録されて
いない。

補正データがある場合は補正デー
タ内の公費レコード（ＫＯ）が
チェックの対象となる。

26 Ｌ２２１１ ● ● ● ●
ＲＥ
ＨＴ －

公費負担医療からの再審査等請求ですが、医療保険との併用レセプトが直接請求されております。当該レセプ
トは、医療保険のレセプトを原本と致しますので、返付依頼による再審査等請求でお願いします。
　　保険者番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

公費負担医療からの再審査等請求の場合、レセプト共通レコード（ＲＥ）の
レセプト種別の２桁目が「２」以外のレセプトを請求している。

補正データがある場合は補正デー
タ内のレセプト共通レコード（Ｒ
Ｅ）がチェックの対象となる。

27 Ｌ２２１２ ● ● ● ●
ＲＥ
ＨＴ －

公費負担医療からの再審査等請求ですが、他の公費負担医療との併用レセプトが直接請求されております。当
該レセプトは、第１公費負担医療のレセプトを原本と致しますので、返付依頼による再審査等請求でお願いし
ます。
　　第１公費負担者番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

公費負担医療からの再審査等請求の場合、レセプト共通レコード（ＲＥ）の
レセプト種別の２・３桁目が「２２」、「２３」及び「２４」のレセプトを
第１公費負担医療以外が請求している。

補正データがある場合は補正デー
タ内のレセプト共通レコード（Ｒ
Ｅ）がチェックの対象となる。

28 Ｌ２３０１ ● ● ● ● ＭＤ －
再審査等申し出レコード（ＭＤ）の項目数が「２２」ではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の項目数が「２２」以外となっている。

29 Ｌ２３０２ ● ● ● ● ＭＤ
申し出一
連番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の申し出一連番号が３桁以内の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の申し出一連番号に４桁以上が記録さ
れている。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の申し出一連番号に数字モード以外が
記録されている。
３．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の申し出一連番号が省略されている。

30 Ｌ２３０３ ● ● ● ● ＭＤ
申し出一
連番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の申し出一連番号が「１」から昇順に記録されていません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　前回申し出一連番号［ＸＸＸ］　今回申し出一連番号［ＸＸＸ］

１．請求回単位で先頭に記録された再審査等申し出レコード（ＭＤ）の申し
出一連番号に「１」以外が記録されている。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）を複数記録した場合、前のレコードの
申し出一連番号と次のレコードの申し出一連番号が昇順に記録されていな
い。

エラー原因１の場合、前回申し出
一連番号は記録されません。

31 Ｌ２３０４ ● ● ● ● ＭＤ
申し出受
付年月日

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の申し出受付年月日が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］

保険者等では記録を省略すべき、再審査等申し出レコード（ＭＤ）の申し出
受付年月日に文言が記録されている。
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32 Ｌ２３０５ ● ● ● ● ＭＤ 整理番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の整理番号が１７桁以内の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の整理番号に１８桁以上が記録されて
いる。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の整理番号に数字モード以外が記録さ
れている。

33 Ｌ２３０６ ● ● ● ● ＭＤ 整理番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の整理番号が３０桁以内の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の整理番号に３１桁以上が記録されて
いる。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の整理番号に数字モード以外が記録さ
れている。

34 Ｌ２３０７ ● ● ● ● ＭＤ 整理番号
再審査等申し出レコード（ＭＤ）の申し出一連番号が「１」ですが、整理番号が記録されていません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］

申し出一連番号が「１」の再審査等申し出レコード（ＭＤ）に整理番号が記
録されていない。

35 Ｌ２３０８ ● ● ● ● ＭＤ 整理番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の申し出一連番号が「１」以外ですが、整理番号が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

申し出一連番号が「１」以外の再審査等申し出レコード（ＭＤ）に整理番号
が記録されている。

36 Ｌ２３０９ ● ● ● ● ＭＤ 整理番号

同じ整理番号の再審査等請求レセプトが再審査等請求ファイル（同時に送信した他の点数表の再審査等請求
ファイル含む）に記録されています。異なる整理番号を設定してください。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

レセプト管理レコード（ＭＮ）の検索番号と再審査等申し出レコード（Ｍ
Ｄ）の整理番号が異なる場合、再審査等申し出レコード（ＭＤ）の整理番号
と同一レセプトが再審査等請求ファイル（同時に送信した他の点数表の再審
査等請求ファイル含む）に記録されている。

37 Ｌ２３１０ ● ● ● ● ＭＤ 整理番号

独自の整理番号で管理している保険者等が、同一レセプトを２回以上再審査等請求するとき、過去に同じ整理
番号が記録されています。異なる整理番号を設定してください。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

レセプト管理レコード（ＭＮ）の検索番号と再審査等申し出レコード（Ｍ
Ｄ）の整理番号が異なり、同一レセプトを２回以上再審査等請求する場合、
履歴管理ブロック内に同じ整理番号が記録されている。

38 Ｌ２３１１ ● ● ● ● ＭＤ 請求回数

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の請求回数が２桁以内の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　請求回数［ＸＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の請求回数に３桁以上が記録されてい
る。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の請求回数に数字モード以外が記録さ
れている。

39 Ｌ２３１２ ● ● ● ● ＭＤ 請求回数
再審査等申し出レコード（ＭＤ）の申し出一連番号が「１」ですが、請求回数が記録されていません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］

申し出一連番号が「１」の再審査等申し出レコード（ＭＤ）に請求回数が記
録されていない。

40 Ｌ２３１３ ● ● ● ● ＭＤ 請求回数
再審査等申し出レコード（ＭＤ）の申し出一連番号が「１」以外ですが、請求回数が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］

申し出一連番号が「１」以外の再審査等申し出レコード（ＭＤ）に請求回数
が記録されている。

41 Ｌ２３１４ ● ● ● ● ＭＤ 請求回数
再審査等申し出レコード（ＭＤ）の請求回数が「１」から昇順に記録されていません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　前回請求回数［ＸＸＸ］　今回請求回数［ＸＸＸ］

１．初めて再審査等請求するレセプトの場合、再審査等申し出レコード（Ｍ
Ｄ）の請求回数に「１」以外が記録されている。
２．２回以上再審査等請求するレセプトの場合、履歴管理情報に記録されて
いる再審査等申し出レコード（ＭＤ）の前回の請求回数と、今回請求する再
審査等申し出レコード（ＭＤ）の請求回数が昇順に記録されていない。

42 Ｌ２３１５ ● ● ● ● ＭＤ 請求回数
再審査等申し出レコード（ＭＤ）の請求回数が制限回数を超えています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　今回請求回数［ＸＸＸ］

再審査等請求するレセプトの再審査等申し出レコード（ＭＤ）の請求回数に
システムの制限を超えた値が記録されている。
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43 Ｌ２３１６ ● ● ● ● ＭＤ 理由番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が６桁の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が６桁以外が記録されてい
る。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号に数字モード以外が記録さ
れている。
３．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が省略されている。

44 Ｌ２３１７ ● ● ● ● ＭＤ 理由番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号に、定められていない理由番号コードが記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号に、定められていない理由番号
コードが記録されている。

45 Ｌ２３１８ ● ● ● ● ＭＤ 理由番号

複数の再審査等申し出レコード（ＭＤ）が記録されてますが、それぞれのレコードに異なる原票種別の理由番
号が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　前回申し出一連番号［ＸＸＸ］　前回理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］
　　今回申し出一連番号［ＸＸＸ］　今回理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

複数の再審査等申し出レコード（ＭＤ）が記録された場合、それぞれレコー
ドの理由番号に異なる原票種別の理由番号が記録されている。

46 Ｌ２３１９ ● ● ● ● ＭＤ 理由番号

「資格関係等」で複数の再審査等申し出レコード（ＭＤ）が記録されてますが、それぞれのレコードに同じ理
由番号が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　前回申し出一連番号［ＸＸＸ］　前回理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］
　　今回申し出一連番号［ＸＸＸ］　今回理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

原票種別が「資格関係等」で複数の再審査等申し出レコード（ＭＤ）が記録
された場合、それぞれレコードに同じ理由番号が記録されている。

47 Ｌ２３２０ ● ● ● ● ＭＤ 理由番号

複数の再審査等申し出レコード（ＭＤ）が記録されていますが、当該理由番号のときは再審査等申し出レコー
ドは１レコードとなります。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

下記の理由番号のとき、再審査等申し出レコード（ＭＤ）は１レコードのみ
の記録となるが、複数レコード記録されている。

【理由番号】
　「１００００１：他の保険者等への請求」
　「１００００３：枝番特定」
　「１０００２５：医療機関等及び実施機関からの取下げ依頼による」
　「１０００４８：請求先変更（新設・合併等）」
　「１０００５２：医療機関等及び実施機関からの再審査請求による」
　「１０００７０：参照されるレセプト」

令和3年11月

48 Ｌ２３２１ ● ＭＤ 理由番号

調剤報酬請求について審査請求（突合再審査の再審査含む）するとき、調剤レセプトに係る理由番号に「１０
００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」及び「１０００８０：突合再審査（調剤レセプト）」以外
が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

調剤レセプトで調剤報酬請求について審査請求（突合再審査の再審査含む）
する場合、下記の理由番号以外が記録されている。

【理由番号】
　「１０００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」
　「１０００８０：突合再審査（調剤レセプト）」

49 Ｌ２３２２ ● ● ● ＭＤ 理由番号

調剤報酬請求について審査請求（突合再審査の再審査含む）するとき、調剤以外のレセプトに係る理由番号に
「１０００６９：突合再審査の再審査（医科・歯科レセプト）」及び「１０００９０：突合再審査（医科・歯
科レセプト）」以外が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

調剤以外のレセプトで調剤報酬請求について審査請求（突合再審査の再審査
含む）する場合、下記の理由番号以外が記録されている。

【理由番号】
　「１０００６９：突合再審査の再審査（医科・歯科レセプト）」
　「１０００９０：突合再審査（医科・歯科レセプト）」

50 Ｌ２３２３ ●

ＭＤ
ＨＯ

 （ＫＯ）
 ＪＲ

理由番号

調剤レセプトの合計点数が１,５００点未満ですが、調剤報酬請求について審査請求されています。
縦覧相手となる医科・歯科レセプトの診療年月が平成２４年１月以前の場合、合計点数が１５００点未満の調
剤レセプトは請求できません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

縦覧相手となる医科・歯科レセプトの診療年月が平成２４年１月以前であ
り、かつ調剤レセプトの合計点数が１,５００点未満の場合、再審査等申し
出レコード（ＭＤ）の理由番号に下記が記録されている。

【理由番号】
　「１０００８０：突合再審査（調剤レセプト）」

当該レセプトを、他の突合再審査
の参考として添付する場合は、
「１０００７０：参照されるレセ
プト」としての請求となる。
突合再審査の相手となる保険医療
機関レセプトが電子レセプトであ
り、且つその診療年月が平成２４
年１月以前である場合のみ実施す
る。
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51 Ｌ２３２４ ● ● ● ●
ＭＤ
ＪＲ

理由番号

当該レセプトは過去に調剤報酬請求について審査請求されていませんが、突合再審査の再審査として請求され
ています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

当該レセプトと縦覧相手レセプトの再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由
番号の組合せが「１０００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」及
び「１０００６９：突合再審査の再審査（医科・歯科レセプト）」の場合に
おいて、当該レセプトが次の条件で記録されている。

【条件】
１．初めて再審査等請求するレセプトの場合、再審査等申し出レコード（Ｍ
Ｄ）の理由番号に下記が記録されている。
２．２回以上再審査等請求するレセプトの場合、履歴管理情報に記録されて
いる再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号に「１０００８０：突合再
審査（調剤レセプト）」及び「１０００９０：突合再審査（医科・歯科レセ
プト）」が存在しないで、今回請求された理由番号に下記が記録されてい
る。

【理由番号】
　「１０００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」
　「１０００６９：突合再審査の再審査（医科・歯科レセプト）」

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はMDレ
コードの位置を表す。

52 Ｌ２３２５ ● ● ● ●
ＭＤ
ＪＲ

理由番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の当該理由番号は、必ずレセプト縦覧レコードが記録される理由番号となり
ます。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

下記の理由番号は紐付けるレセプトが存在するべき内容ですが、レセプト縦
覧レコードが記録されていない。

【理由番号】
　「１０００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」
　「１０００６９：突合再審査の再審査（医科・歯科レセプト）」
　「１０００７０：参照されるレセプト」
　「１０００８０：突合再審査（調剤レセプト）」
　「１０００９０：突合再審査（医科・歯科レセプト）」

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はMDレ
コードの位置を表す。

53 Ｌ２３２６ ● ● ● ● ＭＤ
理由番号
補足

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号補足が１００桁以内の漢字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号補足に１０１桁以上が記録
されている。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号補足に漢字モード以外が記
録されている。

54 Ｌ２３２７ ● ● ● ● ＭＤ
理由番号
補足

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号補足に外字が含まれています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号補足内エラー位置［ＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号補足に外字が記録されている。
理由番号補足内エラー位置には外
字が始めて記録された箇所を示
す。

55 Ｌ２３２８ ● ● ● ● ＭＤ
理由番号
補足

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号補足の記録が必須となっている理由番号ですが、理由番号補足が
記録されていません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

理由番号が「１０００２４：その他」のとき、再審査等申し出レコード（Ｍ
Ｄ）の理由番号補足に「理由」が記録されていない。

56 Ｌ２３２９ ● ● ● ● ＭＤ
理由番号
補足

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号補足の記録が必要ない理由番号ですが、理由番号補足が記録され
ています。なお、必要であれば「補足」項目に記録願います。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号補足の記録が必要ない理由番号
において、理由番号補足が記録されている。

57 Ｌ２３３０ ● ● ● ● ＭＤ
理由番号
補足

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００４８：請求先変更（新設・合併等）」ですが、理由
番号補足に「変更先保険者番号」が記録されていません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号補足［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．理由番号が「１０００４８：請求先変更（新設・合併等）」のとき、再
審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号補足に「変更先保険者番号」が記
録されていない。
２．理由番号補足の「変更先保険者番号」が８桁以内の全角数字で記録され
ていない。

58 Ｌ２３３１ ● ● ● ● ＭＤ
理由番号
補足

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号補足に記録されている「変更先保険者番号」が保険者マスタに存
在していません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号補足［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号補足に記録されている「変更先
保険者番号」が保険者マスタに存在していない。

59 Ｌ２３３２ ● ● ● ●
ＭＤ
ＨＯ

（ＫＯ）

理由番号
補足

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号補足に記録されている「変更先保険者番号」が変更先として適当
ではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号補足［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．レセプトが医療保険の場合、「変更先保険者番号」に公費負担医療の負
担者番号が記録されている。
２．レセプトが公費負担医療の場合、「変更先保険者番号」に医療保険の保
険者番号が記録されている。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はMDレ
コードの位置を表す。
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60 Ｌ２３３３ ● ● ● ● ＭＤ
理由年月
日１

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日１が８桁の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由年月日１［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日１が８桁以外が記録され
ている。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日１に数字モード以外が記
録されている。

令和2年6月

61 Ｌ２３３４ ● ● ● ● ＭＤ
理由年月
日１

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日１の記録が必須となっている理由番号ですが、理由年月日１が
記録されていません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

１．理由番号が「１０００１８：資格喪失後の受診」のとき、再審査等申し
出レコード（ＭＤ）の理由年月日１に「喪失年月日」が記録されていない。
２．理由番号が「１０００２３：給付期間満了」のとき、再審査等申し出レ
コード（ＭＤ）の理由年月日１に「満了年月日」が記録されていない。
３．理由番号が「１００００１：他の保険者等への請求」のとき、再審査等
申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日１に「喪失年月日」が記録されていな
い。

令和3年11月

62 Ｌ２３３５ ● ● ● ● ＭＤ
理由年月
日１

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日１の記録が必要ない理由番号ですが、理由年月日１が記録され
ています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］
　　理由年月日１［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日１の記録が必要ない理由番号
において、理由年月日１が記録されている。

令和2年6月

63 Ｌ２３３６ ● ● ● ● ＭＤ
理由年月
日１

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日１が正しい暦年月日ではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由年月日１［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日１に記録された年月日が正し
い暦年月日でない。

令和2年6月

64 Ｌ２３３７ ● ● ● ● ＭＤ
理由年月
日１

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日１が未来年月日となっています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由年月日１［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．理由番号が「１０００１８：資格喪失後の受診」のとき、再審査等申し
出レコード（ＭＤ）の理由年月日１に記録された「喪失年月日」が、診療年
月より未来年月となっている。
２．理由番号が「１０００２３：給付期間満了」のとき、再審査等申し出レ
コード（ＭＤ）の理由年月日１に記録された「満了年月日」が、診療年月よ
り未来年月となっている。
３．理由番号が「１００００１：他の保険者等への請求」のとき、再審査等
申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日１に記録された「喪失年月日」が、診
療年月より未来年月となっている。

令和3年11月

65 Ｌ２３３８ ● ● ● ● ＭＤ
理由年月
日２

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日２が８桁の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由年月日２［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日２が８桁以外が記録され
ている。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日２に数字モード以外が記
録されている。

令和2年6月

66 Ｌ２３３９ ● ● ● ● ＭＤ
理由年月
日２

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日２の記録が必要ない理由番号ですが、理由年月日２が記録され
ています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］
　　理由年月日２［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日２の記録が必要ない理由番号
において、理由年月日２が記録されている。

令和2年6月

67 Ｌ２３４０ ● ● ● ● ＭＤ
理由年月
日２

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日２が正しい暦年月日ではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由年月日２［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由年月日２に記録された年月日が正し
い暦年月日でない。

令和2年6月

68 Ｌ２３４１ ● ● ● ● ＭＤ
理由内容
コード

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードが６桁の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由内容コード［ＸＸＸＸＸＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードが６桁以外が記録さ
れている。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードに数字モード以外が
記録されている。

69 Ｌ２３４２ ● ● ● ● ＭＤ
理由内容
コード

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードに、定められていない理由内容コードが記録されていま
す。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由内容コード［ＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードに、定められていない理
由内容コードが記録されている。
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70 Ｌ２３４３ ● ● ● ● ＭＤ
理由内容
コード

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容の記録が必須となっている理由番号ですが、理由内容コードが記
録されていません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容の記録が必須となっている理由
番号において、理由内容コードが記録されていない。

71 Ｌ２３４４ ● ● ● ● ＭＤ
理由内容
コード

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容の記録が必要ない理由番号ですが、理由内容コードが記録されて
います。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］
　　理由内容コード［ＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容の記録が必要ない理由番号にお
いて、理由内容コードが記録されている。

72 Ｌ２３４５ ● ● ● ● ＭＤ
理由内容
保険者等
使用欄

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容保険者等使用欄が６桁以内の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由内容保険者等使用欄［ＸＸＸＸＸＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容保険者等使用欄が７桁以上
で記録されている。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容保険者等使用欄に数字モー
ド以外が記録されている。

73 Ｌ２３４６ ● ● ● ● ＭＤ
理由内容
フリー入

力

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容フリー入力が２５０桁以内の漢字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容フリー入力に２５１桁以上
が記録されている。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容フリー入力に漢字モード以
外が記録されている。

74 Ｌ２３４７ ● ● ● ● ＭＤ
理由内容
フリー入

力

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容フリー入力に外字が含まれています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由内容フリー入力内エラー位置［ＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容フリー入力に外字が記録されて
いる。

理由内容フリー入力内エラー位置
には外字が始めて記録された箇所
を示す。

75 Ｌ２３４８ ● ● ● ● ＭＤ
理由内容
フリー入

力

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容フリー入力の記録が必須となっている理由内容コードですが、理
由内容フリー入力が記録されていません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由内容コード［ＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容フリー入力の記録が必須となっ
ている理由内容コード「１９９９９９：（未コード化理由内容コード）」に
おいて、理由内容フリー入力が記録されていない。

76 Ｌ２３４９ ● ● ● ● ＭＤ
理由内容
フリー入

力

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容フリー入力の記録が必要ない理由内容コードですが、理由内容フ
リー入力が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由内容コード［ＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容フリー入力の記録が必要ない理
由内容コード「１９０００１：（相手レセプトの申し出内容による審査）」
の場合及び理由内容コードが記録されていない場合において、理由内容フ
リー入力が記録されている。

77 Ｌ２３５０ ● ● ● ● ＭＤ 補足
再審査等申し出レコード（ＭＤ）の補足が５００桁以内の漢字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の補足に５０１桁以上が記録されてい
る。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の補足に漢字モード以外が記録されて
いる。

78 Ｌ２３５１ ● ● ● ● ＭＤ 補足

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の補足に外字が含まれています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　補足内エラー位置［ＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の補足に外字が記録されている。
補足内エラー位置には外字が始め
て記録された箇所を示す。

79 Ｌ２３５２ ● ● ● ● ＭＤ 補足

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の補足の記録が必須となっている理由番号ですが、補足が記録されていませ
ん。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

１．理由番号が「１０００２０：給付対象外診療（労災等）」のとき、再審
査等申し出レコード（ＭＤ）の補足に「労災、交通事故及び公費負担医療の
何れにより給付対象外なのか」が記録されていない。
２．理由番号が「１０００５０：その他」のとき、再審査等申し出レコード
（ＭＤ）の補足に「内容」が記録されていない。

80 Ｌ２３５３ ● ● ● ● ＭＤ
医療機関
等連絡

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の医療機関等連絡が１桁の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　医療機関等連絡［ＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の医療機関等連絡に１桁以外が記録さ
れている。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の医療機関等連絡に数字モード以外が
記録されている。

8
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コード
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81 Ｌ２３５４ ● ● ● ● ＭＤ
医療機関
等連絡

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の医療機関等連絡に、定められていない医療機関等連絡コードが記録されて
います。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　医療機関等連絡［Ｘ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の医療機関等連絡に、定められていない医
療機関等連絡コードが記録されている。

82 Ｌ２３５５ ● ● ● ● ＭＤ
返付依頼
整理番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の返付依頼整理番号が１２桁の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　返付依頼整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の返付依頼整理番号に１２桁以外が記
録されている。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の返付依頼整理番号に数字モード以外
が記録されている。

83 Ｌ２３５６ ● ● ● ● ＭＤ
返付依頼
整理番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の返付依頼整理番号が３０桁以内の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　返付依頼整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の返付依頼整理番号に３１桁以上が記
録されている。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の返付依頼整理番号に数字モード以外
が記録されている。

84 Ｌ２３５７ ● ● ● ● ＭＤ
返付依頼
整理番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の返付依頼整理番号の記録が必須となっている理由番号ですが、返付依頼整
理番号が記録されていません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　返付依頼整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．理由番号が「１０００２５：医療機関等及び実施機関からの取下げ依頼
による」のとき、再審査等申し出レコード（ＭＤ）の返付依頼整理番号に
「返付依頼整理番号」が記録されていない。
２．理由番号が「１０００５２：医療機関等及び実施機関からの再審査請求
による」のとき、再審査等申し出レコード（ＭＤ）の返付依頼整理番号に
「返付依頼整理番号」が記録されていない。

85 Ｌ２３５８ ● ● ● ● ＭＤ
返付依頼
整理番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の返付依頼整理番号の記録が必要ない理由番号ですが、返付依頼整理番号が
記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］
　　返付依頼整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の返付依頼整理番号の記録が必要ない理由
番号において、返付依頼整理番号が記録されている。

86 Ｌ２３５９ ● ● ● ● ＭＤ
返付依頼
整理番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の返付依頼整理番号が返付依頼された返付依頼整理番号ではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　返付依頼整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の返付依頼整理番号に記録された返付依頼
整理番号が、返付依頼時に審査支払機関で設定した番号でない。

返付依頼整理番号＋医療機関番号
（支部＋点数表＋医療機関コー
ド）でのチェックとなる。

確認試験では実施しない。

87 Ｌ２３６０ ● ● ● ● ＭＤ 理由番号

返付依頼時の返付理由コードが「１：再審査」になっていますが、再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番
号に「１０００２５：医療機関等及び実施機関からの取下げ依頼による」が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

返付依頼時の返付理由コードが「１：再審査」のとき、再審査等申し出レ
コード（ＭＤ）の理由番号に「１０００２５：医療機関等及び実施機関から
の取下げ依頼による」が記録されている。

確認試験では実施しない。

88 Ｌ２３６１ ● ● ● ● ＭＤ 理由番号

返付依頼時の返付理由コードが「２：取下げ」になっていますが、再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番
号に「１０００５２：医療機関等及び実施機関からの再審査請求による」が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

返付依頼時の返付理由コードが「２：取下げ」のとき、再審査等申し出レ
コード（ＭＤ）の理由番号に「１０００５２：医療機関等及び実施機関から
の再審査請求による」が記録されている。

確認試験では実施しない。

89 Ｌ２３６２ ● ● ● ● ＭＤ
保険者等
使用欄

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の保険者等使用欄が３０桁以内の英数モード又は１５桁以内の漢字モードで
はありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］

１．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の保険者等使用欄が英数モードで３１
桁以上で記録されている。
２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の保険者等使用欄が漢字モードで１６
桁以上で記録されている。
３．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の保険者等使用欄に英数又は漢字モー
ド以外が記録されている。
４．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の保険者等使用欄に英数モードと漢字
モードの混在が記録されている。

90 Ｌ２３６３ ● ● ● ● ＭＤ
保険者等
使用欄

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の保険者等使用欄に外字が含まれています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　保険者等使用欄内エラー位置［ＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の保険者等使用欄に外字が記録されてい
る。

保険者等使用欄内エラー位置には
外字が始めて記録された箇所を示
す。
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91 Ｌ２３６４ ● ● ● ● ＭＤ 予備
再審査等申し出レコード（ＭＤ）の予備が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

保険者等では記録を省略すべき、再審査等申し出レコード（ＭＤ）の予備に
文言が記録されている。

92 Ｌ２３６５ ● ● ● ●
ＭＤ
ＲＴ

理由内容
コード

理由対象レコード（ＲＴ）の記録が必須となっている再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードです
が、理由対象レコードが記録されていません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由内容コード［ＸＸＸＸＸＸ］

理由対象レコード（ＲＴ）の記録が必須となっている再審査等申し出レコー
ド（ＭＤ）の理由内容コード（「１９０００１：（相手レセプトの申し出内
容による審査）」及び「１９９９９９：（未コード化理由内容コード）」以
外）ですが、理由対象レコードが記録されていない。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はMDレ
コードの位置を表す。

93 Ｌ２３６６ ● ● ● ●
ＭＤ
ＲＴ

理由内容
コード

理由対象レコード（ＲＴ）の記録が必要ない再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードですが、理由
対象レコードが記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由内容コード［ＸＸＸＸＸＸ］

１．理由対象レコード（ＲＴ）の記録が必要ない再審査等申し出レコード
（ＭＤ）の理由内容コード「１９０００１：（相手レセプトの申し出内容に
よる審査）」ですが、理由対象レコードが記録されている。

２．再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードが省略されている
が、理由対象レコードが記録されている。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はMDレ
コードの位置を表す。

94 Ｌ２３６７ ● ● ● ● ＭＤ
申し出一
連番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）に９９より大きい申し出一連番号が記録されています。１回の請求における
申し出数については、９９を上限としています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）に１００以上の申し出一連番号が記録され
ている。

95 Ｌ２４０１ ● ● ● ● ＲＴ －
理由対象レコード（ＲＴ）の項目数が「６」ではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

理由対象レコード（ＲＴ）の項目数が「６」以外となっている。

96 Ｌ２４０２ ● ● ● ● ＲＴ
申し出一
連番号

理由対象レコード（ＲＴ）の申し出一連番号が３桁以内の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸＸ］

１．理由対象レコード（ＲＴ）の申し出一連番号に４桁以上が記録されてい
る。
２．理由対象レコード（ＲＴ）の申し出一連番号に数字モード以外が記録さ
れている。
３．理由対象レコード（ＲＴ）の申し出一連番号が省略されている。

97 Ｌ２４０３ ● ● ● ● ＲＴ
申し出一
連番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の申し出一連番号と、直後に記録された理由対象レコード（ＲＴ）の申し出
一連番号が一致していません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号（ＭＤ）［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号（ＲＴ）［ＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の申し出一連番号と、直後に記録された理
由対象レコード（ＲＴ）の申し出一連番号が一致していない。

98 Ｌ２４０４ ● ● ● ● ＲＴ
申し出一
連番号

同一申し出内に理由対象レコード（ＲＴ）を複数記録されてますが、前のレコードの申し出一連番号と次のレ
コードの申し出一連番号が一致していません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号（ＭＤ）［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号（ＲＴ）［ＸＸＸ］

同一申し出内に理由対象レコード（ＲＴ）を複数記録した場合、前のレコー
ドの申し出一連番号と次のレコードの申し出一連番号が一致していない。

99 Ｌ２４０５ ● ● ● ● ＲＴ
理由対象
区分

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が１桁の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象区分［ＸＸ］

１．理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分に１桁以外が記録されてい
る。
２．理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分に数字モード以外が記録され
ている。
３．理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が省略されている。

100 Ｌ２４０６ ● ● ● ● ＲＴ
理由対象
区分

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分に、定められていない理由対象区分コードが記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象区分［Ｘ］

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分に、定められていない理由対象区
分コードが記録されている。

101 Ｌ２４０７ ● ● ● ● ＲＴ
理由対象
区分

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の直後に記録された理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指定
するレコードが『対象』の場合」ではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象区分［Ｘ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の直後に記録された理由対象レコード（Ｒ
Ｔ）の理由対象区分に「１：指定するレコードが『対象』の場合」以外が記
録されている。

10
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102 Ｌ２４０８ ● ● ● ● ＲＴ
理由対象
区分

同一の申し出一連番号内に理由対象レコード（ＲＴ）が複数記録されてますが、理由対象区分が「２：指定す
るレコードが「参照」の場合」のレコードの後に、理由対象区分が「１：指定するレコードが『対象』の場
合」のレコードが記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　前回理由対象区分［Ｘ］　前回理由対象一連番号［ＸＸＸ］
　　今回理由対象区分［Ｘ］　今回理由対象一連番号［ＸＸＸ］

同一の申し出一連番号内に理由対象レコード（ＲＴ）が複数記録されたと
き、まず始めに理由対象区分が「１：指定するレコードが『対象』の場合」
のレコードを記録し、次いで「２：指定するレコードが「参照」の場合」の
レコードを記録する順になっていない。

103 Ｌ２４０９ ● ● ● ● ＲＴ
理由対象
一連番号

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象一連番号が３桁以内の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸＸ］

１．理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象一連番号に４桁以上が記録されて
いる。
２．理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象一連番号に数字モード以外が記録
されている。
３．理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象一連番号が省略されている。

104 Ｌ２４１０ ● ● ● ● ＲＴ
理由対象
一連番号

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象一連番号が「１」から昇順に記録されていません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　前回理由対象一連番号［ＸＸＸ］　今回理由対象一連番号［ＸＸＸ］

１．申し出一連番号単位で先頭に記録された理由対象レコード（ＲＴ）の理
由対象一連番号に「１」以外が記録されている。
２．理由対象レコード（ＲＴ）を複数記録した場合、前のレコードの理由対
象一連番号と次のレコードの理由対象一連番号が昇順に記録されていない。

エラー原因１の場合、前回理由対
象一連番号は記録されません。

105 Ｌ２４１１ ● ● ● ● ＲＴ
理由対象
行番号

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象行番号が５桁以内の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸＸ］

１．理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象行番号に６桁以上が記録されてい
る。
２．理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象行番号に数字モード以外が記録さ
れている。
３．理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象行番号が記録されていない。

106 Ｌ２４１２ ● ● ● ● ＲＴ
理由対象
枝番号

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象枝番号が３桁以内の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象枝番号［ＸＸＸＸ］

１．理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象枝番号に４桁以上が記録されてい
る。
２．理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象枝番号に数字モード以外が記録さ
れている。
３．理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象枝番号が記録されていない。

107 Ｌ２４１３ ● ● ● ● ＲＴ

理由対象
行番号、
理由対象
枝番号

再審査等請求レセプト内の履歴管理ブロックにない行番号及び枝番号が、理由対象レコード（ＲＴ）の理由対
象行番号及び枝番号で指定されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸ］　理由対象枝番号［ＸＸＸ］

１．再審査等請求レセプト内の履歴管理ブロックにない行番号が、理由対象
レコード（ＲＴ）の理由対象行番号に記録されている。
２．再審査等請求レセプト内の履歴管理ブロックにない枝番号が、理由対象
レコード（ＲＴ）の理由対象枝番号に記録されている。

108 Ｌ２４１４ ● ● ● ● ＲＴ

理由対象
行番号、
理由対象
枝番号

当該データ識別のレコードは、理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象行番号及び枝番号で指定できません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸ］　理由対象枝番号［ＸＸＸ］
　　指定先データ識別［ＸＸ］

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象行番号及び枝番号で、下記のデータ識
別のレコードが指定されている。

【データ識別】
　「３：保険者等からの再審査等請求」
　「１１：再請求前の保険医療機関からの請求」
　「１２：再請求前の審査支払機関での補正等」
　「１３：再請求前の保険者等からの再審査等請求」
　「１４：再請求前の審査支払機関での再審査等結果」
「１５：再請求前の審査支払機関での資格確認前の保険医療機関からの請

求」
　「１６：再請求前の審査支払機関での資格確認による補正等」

令和3年11月

109 Ｌ２４１５ ● ＲＴ

理由対象
区分、理
由対象行
番号、理
由対象枝
番号

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指定するレコードが『対象』の場合」ですが、診療行為レ
コード（ＳＩ）、医薬品レコード（ＩＹ）及び特定器材レコード（ＴＯ）以外が指定されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象区分［Ｘ］　理由対象一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸ］　理由対象枝番号［ＸＸＸ］
　　指定先レコード識別情報［ＸＸ］

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指定するレコードが『対
象』の場合」のとき、理由対象行番号及び理由対象枝番号で診療行為レコー
ド（ＳＩ）、医薬品レコード（ＩＹ）及び特定器材レコード（ＴＯ）以外が
指定されている。
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110 Ｌ２４１６ ● ＲＴ

理由対象
区分、理
由対象行
番号、理
由対象枝
番号

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「２：指定するレコードが「参照」の場合」ですが、傷病名レ
コード（ＳＹ）、診療行為レコード（ＳＩ）、医薬品レコード（ＩＹ）、特定器材レコード（ＴＯ）及びコメ
ントコード（ＣＯ）以外が指定されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象区分［Ｘ］　理由対象一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸ］　理由対象枝番号［ＸＸＸ］
　　指定先レコード識別情報［ＸＸ］

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「２：指定するレコードが「参
照」の場合」のとき、理由対象行番号及び理由対象枝番号で傷病名レコード
（ＳＹ）、診療行為レコード（ＳＩ）、医薬品レコード（ＩＹ）、特定器材
レコード（ＴＯ）及びコメントコード（ＣＯ）以外が指定されている。

111 Ｌ２４１７ ● ＲＴ

理由対象
区分、理
由対象行
番号、理
由対象枝
番号

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指定するレコードが『対象』の場合」ですが、診断群分類
レコード（ＢＵ）、診療行為レコード（ＳＩ）、医薬品レコード（ＩＹ）及び特定器材レコード（ＴＯ）以外
が指定されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象区分［Ｘ］　理由対象一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸ］　理由対象枝番号［ＸＸＸ］
　　指定先レコード識別情報［ＸＸ］

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指定するレコードが『対
象』の場合」のとき、理由対象行番号及び理由対象枝番号で診断群分類レ
コード（ＢＵ）、診療行為レコード（ＳＩ）、医薬品レコード（ＩＹ）及び
特定器材レコード（ＴＯ）以外が指定されている。

112 Ｌ２４１８ ● ＲＴ

理由対象
区分、理
由対象行
番号、理
由対象枝
番号

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「２：指定するレコードが「参照」の場合」ですが、傷病レコー
ド（ＳＢ）、傷病名レコード（ＳＹ）、診断群分類レコード（ＢＵ）、診療行為レコード（ＳＩ）、医薬品レ
コード（ＩＹ）、特定器材レコード（ＴＯ）及びコメントコード（ＣＯ）以外が指定されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象区分［Ｘ］　理由対象一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸ］　理由対象枝番号［ＸＸＸ］
　　指定先レコード識別情報［ＸＸ］

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「２：指定するレコードが「参
照」の場合」のとき、理由対象行番号及び理由対象枝番号で傷病レコード
（ＳＢ）、傷病名レコード（ＳＹ）、診断群分類レコード（ＢＵ）、診療行
為レコード（ＳＩ）、医薬品レコード（ＩＹ）、特定器材レコード（ＴＯ）
及びコメントコード（ＣＯ）以外が指定されている。

113 Ｌ２４１９ ● ＲＴ

理由対象
区分、理
由対象行
番号、理
由対象枝
番号

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指定するレコードが『対象』の場合」ですが、歯科診療行
為レコード（ＳＳ）、医科診療行為レコード（ＳＩ）、医薬品レコード（ＩＹ）及び特定器材レコード（Ｔ
Ｏ）以外が指定されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象区分［Ｘ］　理由対象一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸ］　理由対象枝番号［ＸＸＸ］
　　指定先レコード識別情報［ＸＸ］

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指定するレコードが『対
象』の場合」のとき、理由対象行番号及び理由対象枝番号で歯科診療行為レ
コード（ＳＳ）、医科診療行為レコード（ＳＩ）、医薬品レコード（ＩＹ）
及び特定器材レコード（ＴＯ）以外が指定されている。

114 Ｌ２４２０ ● ＲＴ

理由対象
区分、理
由対象行
番号、理
由対象枝
番号

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「２：指定するレコードが「参照」の場合」ですが、傷病名部位
レコード（ＨＳ）、歯科診療行為レコード（ＳＳ）、医科診療行為レコード（ＳＩ）、医薬品レコード（Ｉ
Ｙ）、特定器材レコード（ＴＯ）及びコメントコード（ＣＯ）以外が指定されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象区分［Ｘ］　理由対象一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸ］　理由対象枝番号［ＸＸＸ］
　　指定先レコード識別情報［ＸＸ］

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「２：指定するレコードが「参
照」の場合」のとき、理由対象行番号及び理由対象枝番号で傷病名部位レ
コード（ＨＳ）、歯科診療行為レコード（ＳＳ）、医科診療行為レコード
（ＳＩ）、医薬品レコード（ＩＹ）、特定器材レコード（ＴＯ）及びコメン
トコード（ＣＯ）以外が指定されている。

115 Ｌ２４２１ ● ＲＴ

理由対象
区分、理
由対象行
番号、理
由対象枝
番号

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指定するレコードが『対象』の場合」ですが、医薬品レ
コード（ＩＹ）及び特定器材レコード（ＴＯ）以外が指定されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象区分［Ｘ］　理由対象一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸ］　理由対象枝番号［ＸＸＸ］
　　指定先レコード識別情報［ＸＸ］

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指定するレコードが『対
象』の場合」のとき、理由対象行番号及び理由対象枝番号で医薬品レコード
（ＩＹ）及び特定器材レコード（ＴＯ）以外が指定されている。
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116 Ｌ２４２２ ● ＲＴ

理由対象
区分、理
由対象行
番号、理
由対象枝
番号

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「２：指定するレコードが「参照」の場合」ですが、医薬品レ
コード（ＩＹ）、特定器材レコード（ＴＯ）及びコメントコード（ＣＯ）以外が指定されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象区分［Ｘ］　理由対象一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸ］　理由対象枝番号［ＸＸＸ］
　　指定先レコード識別情報［ＸＸ］

理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「２：指定するレコードが「参
照」の場合」のとき、理由対象行番号及び理由対象枝番号で医薬品レコード
（ＩＹ）、特定器材レコード（ＴＯ）及びコメントコード（ＣＯ）以外が指
定されている。

117 Ｌ２４２３ ● ● ● ●
ＪＹ
ＲＴ

補正区分
（Ｊ

Ｙ）、理
由対象行
番号、理
由対象枝
番号

履歴管理ブロックの事由レコード（ＪＹ）の補正区分が「２：修正」のとき、当該レコードに記録されている
補正対象行番号及び補正対象枝番号と同様の行番号及び枝番号を理由対象レコード（ＲＴ）で指定されていま
す。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象区分［Ｘ］　理由対象一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸ］　理由対象枝番号［ＸＸＸ］

履歴管理ブロックの事由レコード（ＪＹ）の補正区分が「２：修正」の場
合、当該レコードに記録されている補正対象行番号及び補正対象枝番号と同
様の行番号及び枝番号を理由対象レコード（ＲＴ）で指定されている。な
お、指定先のレコードは補正前のレコード情報である。

補正後のレコード情報は、当該事
由レコード（ＪＹ）の補正後行番
号及び補正後枝番号に記録された
行番号及び枝番号となる。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はRTレ
コードの位置を表す。

118 Ｌ２４２４ ● ● ● ●
ＭＤ
ＲＴ

理由内容
コード、
理由対象
区分

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードが「１００００７：『医薬品』の長期投与」で理由対象レ
コード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指定するレコードが『対象』の場合」ですが、医薬品レコード（Ｉ
Ｙ）以外が指定されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由内容コード［ＸＸＸＸＸＸ］
　　理由対象区分［Ｘ］　理由対象一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸ］　理由対象枝番号［ＸＸＸ］
　　指定先レコード識別情報［ＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードが「１００００７：『医
薬品』の長期投与」で理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指
定するレコードが『対象』の場合」のとき、理由対象行番号及び理由対象枝
番号で医薬品レコード（ＩＹ）以外が指定されている。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はRTレ
コードの位置を表す。

119 Ｌ２４２５ ● ● ● ●
ＭＤ
ＲＴ

理由内容
コード、
理由対象
区分

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードが「１００００８：『医薬品』の禁忌」で理由対象レコー
ド（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指定するレコードが『対象』の場合」ですが、医薬品レコード（ＩＹ）以
外が指定されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由内容コード［ＸＸＸＸＸＸ］
　　理由対象区分［Ｘ］　理由対象一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸ］　理由対象枝番号［ＸＸＸ］
　　指定先レコード識別情報［ＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードが「１００００８：『医
薬品』の禁忌」で理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指定す
るレコードが『対象』の場合」のとき、理由対象行番号及び理由対象枝番号
で医薬品レコード（ＩＹ）以外が指定されている。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はRTレ
コードの位置を表す。

120 Ｌ２４２６ ●
ＭＤ
ＲＴ

理由内容
コード、
理由対象
区分

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードが「１００００９：『診断群分類』の誤り」で理由対象レ
コード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指定するレコードが『対象』の場合」ですが、診断群分類レコード
（ＢＵ）以外が指定されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由内容コード［ＸＸＸＸＸＸ］
　　理由対象区分［Ｘ］　理由対象一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸ］　理由対象枝番号［ＸＸＸ］
　　指定先レコード識別情報［ＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードが「１００００９：『診
断群分類』の誤り」で理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指
定するレコードが『対象』の場合」のとき、理由対象行番号及び理由対象枝
番号で診断群分類レコード（ＢＵ）以外が指定されている。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はRTレ
コードの位置を表す。

121 Ｌ２４２７ ●
ＭＤ
ＲＴ

理由内容
コード、
理由対象
区分

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードが「１００００９：『診断群分類』の誤り」又は「１９９
９９９：（上記以外の理由内容）」以外で理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指定するレコー
ドが『対象』の場合」ですが、診断群分類レコード（ＢＵ）が指定されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由内容コード［ＸＸＸＸＸＸ］
　　理由対象区分［Ｘ］　理由対象一連番号［ＸＸＸ］
　　理由対象行番号［ＸＸＸＸＸ］　理由対象枝番号［ＸＸＸ］
　　指定先レコード識別情報［ＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由内容コードが「１００００９：『診
断群分類』の誤り」又は「１９９９９９：（上記以外の理由内容）」以外で
理由対象レコード（ＲＴ）の理由対象区分が「１：指定するレコードが『対
象』の場合」のとき、診断群分類レコード（ＢＵ）が指定されている。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はRTレ
コードの位置を表す。

122 Ｌ２５０１ ● ● ● ● ＪＲ －
再審査等請求レセプト内のレコードの記録順序が誤っています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　前回レコード識別情報［ＸＸ］　今回レコード識別情報［ＸＸ］

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の直後にレセプト縦覧レコード（ＪＲ）、再
審査等請求書レコード（ＳＧ）及び履歴管理ブロックのレセプト管理レコー
ド（ＭＮ）以外が記録されている。

13



項番
エラー
コード

医科 DPC 歯科 調剤 レコード 項目 エラーメッセージ（※２） エラー原因 変更暦年月 備　考

123 Ｌ２５０２ ● ● ● ● ＪＲ －
レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の項目数が「９」ではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の項目数が「９」以外となっている。

124 Ｌ２５０３ ● ● ● ● ＪＲ 縦覧区分
レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が１桁の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　縦覧区分［ＸＸ］

１．レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分に１桁以外が記録されてい
る。
２．レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分に数字モード以外が記録され
ている。
３．レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が省略されている。

125 Ｌ２５０４ ● ● ● ● ＪＲ 縦覧区分
レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分に、定められていない縦覧区分コードが記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　縦覧区分［Ｘ］

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分に、定められていない縦覧区分
コードが記録されている。

126 Ｌ２５０５ ● ● ● ● ＪＲ 検索番号
レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の検索番号が３０桁以内の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　検索番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の検索番号に３１桁以上が記録されてい
る。
２．レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の検索番号に数字モード以外が記録され
ている。

127 Ｌ２５０７ ● ● ● ● ＪＲ 検索番号

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手が電子レセプトの場合」のとき、検索番号が１７桁で
記録されていません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　検索番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手が電子レセプト
の場合」のとき、検索番号が１７桁で記録されていない。
２．レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手が電子レセプト
の場合」のとき、検索番号が省略されている。

128 Ｌ２５０８ ● ● ● ● ＪＲ
整理番号

等

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の整理番号等が３０桁以内の数字モードではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　整理番号等［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の整理番号等に３１桁以上が記録されて
いる。
２．レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の整理番号等に数字モード以外が記録さ
れている。

129 Ｌ２５１０ ● ● ● ● ＪＲ 予備
レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の予備が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

保険者等では記録を省略すべき、レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の予備に文
言が記録されている。

130 Ｌ２５１１ ● ● ● ● ＪＲ －

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手が電子レセプトの場合」のとき、同時に送信された再
審査等請求ファイルの何れにも、「対」となるレセプト縦覧レコードの記録がありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　縦覧区分［Ｘ］
　　相手レセプト検索番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手が電子レセプトの場
合」のとき、相手レセプトに「対」となるレセプト縦覧レコードが記録され
るはずであるが、同時に送信された請求ファイルの何れにも、「対」となる
レセプト縦覧レコードの記録が存在しない。

131 Ｌ２５１２ ● ● ● ● ＪＲ －

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手が電子レセプトの場合」のとき、同時に送信された再
審査等請求ファイルの相手レセプトに、Ｌ２エラーが出力されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　縦覧区分［Ｘ］
　　相手レセプト検索番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手が電子レセプトの場
合」のとき、同時に送信された請求ファイルの相手レセプトに、Ｌ２エラー
が出力されている。

14
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132 Ｌ２５１３ ● ● ● ●
ＭＤ
ＪＲ

理由番号

当該再審査等請求の相手レセプトは、縦覧相手として適当ではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　相手レセプト検索番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

当該レセプトが下記の条件で紐付けされている。

【条件】
１．原票種別が「資格関係等」の場合、相手レセプトが「資格関係等」以外
である。
２．理由番号が「１０００４８：請求先変更（新設・合併等）」の場合、相
手レセプトが「１０００４８：請求先変更（新設・合併等）」以外である。
３．原票種別が「診療内容・事務上」の場合、相手レセプトが「資格関係
等」である。
４．原票種別が「突合再審査」の場合、相手レセプトが「資格関係等」であ
る。
５．理由番号が「１０００７０：参照されるレセプト」の場合、相手レセプ
トが「１０００７０：参照されるレセプト」である。
６．理由番号が「１０００８０：突合再審査（調剤レセプト）」の場合、相
手レセプトが「１０００８０：突合再審査（調剤レセプト）」である。
７．理由番号が「１０００９０：突合再審査（医科・歯科レセプト）」の場
合、相手レセプトが「１０００９０：突合再審査（医科・歯科レセプト）」
である。
８．理由番号が「１０００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」の
場合、相手レセプトが「１０００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプ
ト）」である。
９．理由番号が「１０００６９：突合再審査の再審査（医科・歯科レセプ
ト）」の場合、相手レセプトが「１０００６９：突合再審査の再審査（医
科・歯科レセプト）」である。
１０．原票種別が「資格確認」の場合、相手レセプトが「資格確認」又は
「資格関係等」又は「診療内容・事務上」又は「突合再審査」のいずれかで
ある。
１１．原票種別が「資格確認」以外の場合、相手レセプトが「資格確認」で
ある。

令和3年11月

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の
縦覧区分が「１：相手が電子レセ
プトの場合」のときチェックの対
象となる。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はJRレ
コードの位置を表す。

133 Ｌ２５１４ ● ● ● ●
ＭＤ
ＪＲ

理由番号

当該レセプトと縦覧相手となるレセプトの医療機関所在地が異なっています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　相手レセプト検索番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

医療機関所在地が異なるレセプトが下記の条件で紐付けされている。なお、
「主となるレセプト」とは、理由番号が「１０００７０：参照されるレセプ
ト」以外のレセプトをいう。

【条件】
１．当該レセプト（A県）が「主となるレセプト」のとき、相手レセプト（B
県）が「主となるレセプト」である。（突合再審査及び突合再審査の再審査
の場合を除く。）

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の
縦覧区分が「１：相手が電子レセ
プトの場合」のときチェックの対
象となる。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はJRレ
コードの位置を表す。

134 Ｌ２５１５ ● ● ● ●
ＭＤ
ＪＲ

理由番号

突合再審査のとき、縦覧相手となるレセプトの理由番号に「１０００８０：突合再審査（調剤レセプト）」、
「１０００９０：突合再審査（医科・歯科レセプト）」及び「１０００７０：参照されるレセプト」以外が記
録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　相手レセプト検索番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

突合再審査の場合、当該レセプトが下記の理由番号以外のレセプトと紐付け
されている。

【理由番号】
　「１０００７０：参照されるレセプト」
　「１０００８０：突合再審査（調剤レセプト）」
　「１０００９０：突合再審査（医科・歯科レセプト）」

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の
縦覧区分が「１：相手が電子レセ
プトの場合」のときチェックの対
象となる。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はJRレ
コードの位置を表す。

135 Ｌ２５１６ ● ● ● ●
ＭＤ
ＪＲ

理由番号

突合再審査の再審査のとき、縦覧相手となるレセプトの理由番号に「１０００４９：突合再審査の再審査（調
剤レセプト）」、「１０００５２：医療機関等及び実施機関からの再審査請求による」、「１０００６９：突
合再審査の再審査（医科・歯科レセプト）」及び「１０００７０：参照されるレセプト」以外が記録されてい
ます。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　相手レセプト検索番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

突合再審査の再審査の場合、当該レセプトが下記の理由番号以外のレセプト
と紐付けされている。

【理由番号】
　「１０００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」
　「１０００５２：医療機関等及び実施機関からの再審査請求による」
　「１０００６９：突合再審査の再審査（医科・歯科レセプト）」
　「１０００７０：参照されるレセプト」

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の
縦覧区分が「１：相手が電子レセ
プトの場合」のときチェックの対
象となる。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はJRレ
コードの位置を表す。
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136 Ｌ２５１７ ●
ＭＤ
ＪＲ

－

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００８０：突合再審査（調剤レセプト）」ですが、レセ
プト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手が電子レセプトの場合」のとき、相手レセプトの理由番号
に「１０００９０：突合再審査（医科・歯科レセプト）」が記録されていません。又はレセプト縦覧レコード
（ＪＲ）の縦覧区分に「２：相手が紙レセプトの場合」が記録されていません。

当該レセプトの再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００８
０：突合再審査（調剤レセプト）」の場合、当該レセプトのレセプト縦覧レ
コード（ＪＲ）の中で下記条件の何れかを満たすレコードが１件も記録され
ていない。

【条件】
１．当該レセプトのレセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手
が電子レセプトの場合」のとき、相手レセプトの理由番号に「１０００９
０：突合再審査（医科・歯科レセプト）」が記録されている。
２．当該レセプトのレセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分に「２：相手
が紙レセプトの場合」が記録されている。

137 Ｌ２５１８ ● ● ●
ＭＤ
ＪＲ

－

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００９０：突合再審査（医科・歯科レセプト）」です
が、レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手が電子レセプトの場合」のとき、相手レセプトの
理由番号に「１０００８０：突合再審査（調剤レセプト）」が記録されていません。又はレセプト縦覧レコー
ド（ＪＲ）の縦覧区分に「２：相手が紙レセプトの場合」が記録されていません。

当該レセプトの再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００９
０：突合再審査（医科・歯科レセプト）」の場合、当該レセプトのレセプト
縦覧レコード（ＪＲ）の中で下記条件の何れかを満たすレコードが１件も記
録されていない。

【条件】
１．当該レセプトのレセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手
が電子レセプトの場合」のとき、相手レセプトの理由番号に「１０００８
０：突合再審査（調剤レセプト）」が記録されている。
２．当該レセプトのレセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分に「２：相手
が紙レセプトの場合」が記録されている。

138 Ｌ２５１９ ●
ＭＤ
ＪＲ

－

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」です
が、レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手が電子レセプトの場合」のとき、相手レセプトの
理由番号に「１０００６９：突合再審査の再審査（医科・歯科レセプト）」又は「１０００５２：医療機関等
及び実施機関からの再審査請求による」が記録されていません。又はレセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区
分に「２：相手が紙レセプトの場合」が記録されていません。

当該レセプトの再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００４
９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」の場合、当該レセプトのレセプ
ト縦覧レコード（ＪＲ）の中で下記条件の何れかを満たすレコードが１件も
記録されていない。

【条件】
１．当該レセプトのレセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手
が電子レセプトの場合」のとき、相手レセプトの理由番号に「１０００６
９：突合再審査の再審査（医科・歯科レセプト）」又は「１０００５２：医
療機関等及び実施機関からの再審査請求による」が記録されている。
２．当該レセプトのレセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分に「２：相手
が紙レセプトの場合」が記録されている。

139 Ｌ２５２０ ● ● ●
ＭＤ
ＪＲ

－

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００６９：突合再審査の再審査（医科・歯科レセプ
ト）」ですが、レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手が電子レセプトの場合」のとき、相手
レセプトの理由番号に「１０００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」が記録されていません。又は
レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分に「２：相手が紙レセプトの場合」が記録されていません。

当該レセプトの再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００６
９：突合再審査の再審査（医科・歯科レセプト）」の場合、当該レセプトの
レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の中で下記条件の何れかを満たすレコードが
１件も記録されていない。

【条件】
１．当該レセプトのレセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手
が電子レセプトの場合」のとき、相手レセプトの理由番号に「１０００４
９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」が記録されている。
２．当該レセプトのレセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分に「２：相手
が紙レセプトの場合」が記録されている。

140 Ｌ２５２１ ● ● ● ●
ＭＤ
ＪＲ

縦覧区分

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００７０：参照されるレセプト」ですが、縦覧レコード
（ＪＲ）の縦覧区分に「１：相手が電子レセプトの場合」以外が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　縦覧区分［Ｘ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００７０：参照される
レセプト」ですが、縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分に「１：相手が電子レ
セプトの場合」が記録されていない。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はJRレ
コードの位置を表す。

141 Ｌ２５２２ ● ● ● ● ＪＲ －
レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の記録数が制限回数（９９９）を超えています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の記録数がシステムの制限を超えた値（９９
９）が記録されている。

142 Ｌ２５２３ ● ● ● ● ＪＲ －

同時に送信された再審査等請求ファイルの相手レセプトのレセプト縦覧レコード（ＪＲ）に縦覧先として記録
がありますが、当該レセプトに「対」となるレセプト縦覧レコード（ＪＲ）の記録がありません。
　　相手レセプト検索番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

同時に送信された再審査等請求ファイルの相手レセプトのレセプト縦覧レ
コード（ＪＲ）に縦覧先として記録がありますが、当該レセプトに「対」と
なるレセプト縦覧レコード（ＪＲ）が記録されていない。

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の
縦覧区分が「１：相手が電子レセ
プトの場合」のときチェックの対
象となる。

143 Ｌ２５２４ ● ● ● ● ＪＲ 検索番号
当該レセプトにおいて、複数のレセプト縦覧レコード（ＪＲ）に同一の検索番号が記録されています。
　　検索番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

複数のレセプト縦覧レコード（ＪＲ）で同一の検索番号が記録されている。

16
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144 Ｌ２５２５ ● ● ● ● ＪＲ
整理番号

等
当該レセプトにおいて、複数のレセプト縦覧レコード（ＪＲ）に同一の整理番号等が記録されています。
　　整理番号等［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

複数のレセプト縦覧レコード（ＪＲ）で同一の整理番号等が記録されてい
る。

145 Ｌ２５２６ ● ● ● ● ＪＲ 検索番号

レセプト管理レコード（ＭＮ）の検索番号と同一の番号がレセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：
相手が電子レセプトの場合」の検索番号に記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　検索番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

レセプト管理レコード（ＭＮ）の検索番号と同一の番号がレセプト縦覧レ
コード（ＪＲ）の縦覧区分が「１：相手が電子レセプトの場合」の検索番号
に記録されている。

146 Ｌ２５２７ ● ● ● ● ＪＲ
整理番号

等

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の整理番号と同一の番号がレセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が
「２：相手が紙レセプトの場合」の整理番号等に記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　整理番号等［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の整理番号と同一の番号がレセプト縦覧レ
コード（ＪＲ）の縦覧区分が「２：相手が紙レセプトの場合」の整理番号等
に記録されている。

147 Ｌ２５２８ ● ● ● ● ＪＲ
整理番号

等

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「２：相手が紙レセプトの場合」のとき、整理番号等が１７桁以
内で記録されていません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　整理番号等［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「２：相手が紙レセプトの
場合」のとき、整理番号等が１８桁以上で記録されている。
２．レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「２：相手が紙レセプトの
場合」のとき、整理番号等が省略されている。

148 Ｌ２５２９ ● ● ● ● ＪＲ
整理番号

等

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「３：相手が紙の参考の場合」のとき、整理番号等が３０桁以内
で記録されていません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　整理番号等［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

１．レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「３：相手が紙の参考の場
合」のとき、整理番号等が３１桁以上で記録されている。
２．レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「３：相手が紙の参考の場
合」のとき、整理番号等が省略されている。

149 Ｌ２５３０ ● ● ● ● ＪＲ 検索番号

当該レセプトの縦覧相手となるレセプトが複数あるとき、相手レセプト間の医療機関所在地が異なっていま
す。
　　レセプト内レコード番号１［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置１［ＸＸＸ］
　　相手レセプト検索番号１［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト整理番号１［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

　　レセプト内レコード番号２［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置２［ＸＸＸ］
　　相手レセプト検索番号２［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト整理番号２［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

当該レセプトの再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が下記の場合、
縦覧相手となるレセプト間（但し、理由番号「１０００７０：参照されるレ
セプト」を除く）の医療機関所在地が異なっている。

【理由番号】
　「１０００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」
　「１０００７０：参照されるレセプト」
　「１０００８０：突合再審査（調剤レセプト）」

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の
縦覧区分が「１：相手が電子レセ
プトの場合」のときチェックの対
象となる。

150 Ｌ２５３１ ● ● ●
ＭＤ
ＪＲ

理由番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００５２：医療機関等及び実施機関からの再審査請求に
よる」ですが、相手レセプトの理由番号に「１０００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」又は「１
０００７０：参照されるレセプト」以外が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　相手レセプト検索番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００５２：医療機関等
及び実施機関からの再審査請求による」の場合、相手レセプトの理由番号に
「１０００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」又は「１０００７
０：参照されるレセプト」以外が記録されている。

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の
縦覧区分が「１：相手が電子レセ
プトの場合」のときチェックの対
象となる。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はJRレ
コードの位置を表す。

151 Ｌ２５３２ ●
ＭＤ
ＪＲ

理由番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００５２：医療機関等及び実施機関からの再審査請求に
よる」ですが、相手レセプトの理由番号に「１０００７０：参照されるレセプト」以外が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　相手レセプト検索番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００５２：医療機関等
及び実施機関からの再審査請求による」の場合、相手レセプトの理由番号に
「１０００７０：参照されるレセプト」以外が記録されている。

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の
縦覧区分が「１：相手が電子レセ
プトの場合」のときチェックの対
象となる。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はJRレ
コードの位置を表す。

152 Ｌ２５３３ ● ● ● ●
ＭＤ
ＪＲ

理由番号

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「２：相手が紙レセプトの場合」のとき、当該レセプトの再審査
等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が適当ではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

１．レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「２：相手が紙レセプトの
場合」のとき、再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００７
０：参照されるレセプト」が記録されている。

２．調剤レセプトのレセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「２：相手
が紙レセプトの場合」のとき、再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号
が「１０００５２：医療機関等及び実施機関からの再審査請求による」が記
録されている。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はMDレ
コードの位置を表す。
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153 Ｌ２５３４ ● ● ● ●
ＭＤ
ＪＲ

理由番号

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「３：相手が紙の参考の場合」のとき、当該レセプトの再審査等
申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が適当ではありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の縦覧区分が「３：相手が紙の参考の場合」
のとき、再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００７０：参
照されるレセプト」が記録されている。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はMDレ
コードの位置を表す。

154 Ｌ２５３５ ●
ＭＤ
ＪＲ

理由番号
再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」です
が、相手レセプトの理由番号に「１０００６９：突合再審査の再審査（医科・歯科レセプト）」と「１０００
５２：医療機関等及び実施機関からの再審査請求による」が記録されています。

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００４９：突合再審査
の再審査（調剤レセプト）」の場合、相手レセプトの理由番号に「１０００
６９：突合再審査の再審査（医科・歯科レセプト）」と「１０００５２：医
療機関等及び実施機関からの再審査請求による」が記録されている。

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の
縦覧区分が「１：相手が電子レセ
プトの場合」のときチェックの対
象となる。

155 Ｌ２５３６ ●
ＭＤ
ＪＲ

理由番号

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」で、
相手レセプトの理由番号が「１０００５２：医療機関等及び実施機関からの再審査請求による」ですが、当該
レセプトに複数の再審査等申し出レコード（ＭＤ）が記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　相手レセプト検索番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１０００４９：突合再審査
の再審査（調剤レセプト）」で、相手レセプトの理由番号が「１０００５
２：医療機関等及び実施機関からの再審査請求による」の場合、当該レセプ
トに複数の再審査等申し出レコード（ＭＤ）が記録されている。

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の
縦覧区分が「１：相手が電子レセ
プトの場合」のときチェックの対
象となる。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はJRレ
コードの位置を表す。

156 Ｌ２５３７ ● ● ● ●
ＭＤ
ＪＲ

理由番号

当該レセプトの理由番号が、「１０００７０：参照されるレセプト」のとき、縦覧相手となるレセプトの理由
番号に「再審査」、「突合再審査」又は「突合再審査の再審査」の理由番号が混在して記録されています。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　相手レセプト検索番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト整理番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　相手レセプト理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

当該レセプトの理由番号が 「１０００７０：参照されるレセプト」の場
合、縦覧相手の理由番号に下記の請求不可の組合せの理由番号が紐付けされ
ている。

１．突合再審査及び突合再審査の再審査の理由番号と再審査の理由番号
２．突合再審査の理由番号と突合再審査の再審査の理由番号

【突合再審査の理由番号】
　「１０００８０：突合再審査（調剤レセプト）」
　「１０００９０：突合再審査（医科・歯科レセプト）」

【突合再審査の再審査の理由番号】
　「１０００４９：突合再審査の再審査（調剤レセプト）」
　「１０００５２：医療機関等及び実施機関からの再審査請求による」
　「１０００６９：突合再審査の再審査（医科・歯科レセプト）」

【再審査の理由番号】
　「１０００３０：固定点数誤り」
　「１０００４１：必要事項の記入漏れ」
　「１０００４２：区分、診療開始日の誤り」
　「１０００４３：実日数の誤り」
　「１０００４５：一部負担金の誤り」
　「１０００５０：その他」
　「１０００６０：診療内容に関するもの」

レセプト縦覧レコード（ＪＲ）の
縦覧区分が「１：相手が電子レセ
プトの場合」のときチェックの対
象となる。

「レセプト内レコード番号」と
「レコード内項目位置」はJRレ
コードの位置を表す。

157 Ｌ２５３８ ● ● ● ●
ＭＤ
ＲＥ

理由番
号、診療
年月

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の当該理由番号は、診療年月から１年９ヶ月を経過した月の１日以降には請
求できません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１００００１：他の保険者
等への請求」又は「１００００３：枝番特定」の場合、再審査等請求年月が
履歴管理ブロックの請求決定データ（データ識別１）の診療年月から１年
９ヶ月が経過している。

令和3年11月

158 Ｌ２５４１ ● ● ● ●
ＭＤ
ＲＥ

理由番
号、診療
年月

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の当該理由番号に対する診療年月が正しくありません。
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］
　　申し出一連番号［ＸＸＸ］
　　理由番号［ＸＸＸＸＸＸ］

再審査等申し出レコード（ＭＤ）の理由番号が「１００００１：他の保険者
等への請求」又は「１００００３：枝番特定」の場合、再審査請求対象のレ
セプトの診療年月が2021年8月以前である

令和3年11月
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159 Ｌ２９９９ ● ● ● ● － －

履歴管理ブロックの記録が正しくありません。
履歴管理ブロックをご確認ください。
　　レコード識別［ＸＸ］
　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

１．必須レコードが記録されていない。
　　例)レセプト共通レコード（ＲＥ）が記録されていない。
　　　　レコード識別［ＲＥ］
　　　　レセプト内レコード番号［－］　レコード内項目位置［－］
２．各レコードの項目数が正しく記録されていない。
　　例)レセプト共通レコード（ＲＥ）が必要項目数を満たしていない。
　　　　レコード識別［ＲＥ］
　　　　レセプト内レコード番号［３］　レコード内項目位置［－］
３．各項目のバイト数又はモード（数値等）が正しく記録されていない。
　　例)保険者レコード（ＨＯ）の合計点数に数値以外が記録されている。
　　　　レコード識別［ＨＯ］
　　　　レセプト内レコード番号［４］　レコード内項目位置［９］
４．相関関係のあるレコードが正しく記録されていない。
　　例)事由レコード（ＪＹ）の補正対象行番号が存在しない行番号を記録
　　　している。
　　　　レコード識別［ＪＹ］
　　　　レセプト内レコード番号［２９］　レコード内項目位置［－］

確認試験のみ実施する。
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